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夏休みを前に
心の奥の何処からか覗きつゾけているもの， それを
私は正確には表わしえない。 表わしえないままに， 意
識の峰から消え去ってしまうと， 又時をおいて其処へ
蘇ってくるのを感じる。 それは， たしかに， 真夏の白
い光にかかわっている。 静もった， だが悲しいばかり
強烈な力をもった。 それを私は又長い間標定しようと
していたことにも気付く。 そこには何か魂のふるさと
のようなものがあるのだから。 裏庭の狭随な， 孤独な
空間。 そうだ， それはそのような空間だ。 そして白光
は無数の粒子となって空間を満たし， 一部は葉脈を浮
き出させながら緑の濃淡を網膜に焼きつける。 これは
もはや， 若い日の夏休みの記憶以外の何物でもない。
小学校の時から20歳頃まで夏休みになると私は父の郷
里の田舎へ行くのが習慣だった。 夏が来ると， 田舎行
きの 「時jの到来にいちずに胸ふくらませるのだった。
野菜と川魚以外に食べ物とてなく友だちもいない山国
だが， その鮮烈な光と空気と緑の中で， 私は五体にあ
らゆる自由を与えずにはいられなかった。 こうした夏
休み体験はしかし， 私の歩いた過去の中でとりわけ楽
しかったわけのものでもなし とくに感銘深いという
のでもないと思うのに， しっかり生きつずけ， くっき
り記憶の中に自動的に現れてくるようだ。 そして私が
生命力のかげりをふと感じ， 精神的苦痛や孤独に悩む
とき， 温くいたわり，｛寡をいやしてくれるものとして
たしかじ作用する。 数多い体験のうちどれが生きつゾ
け何が活力の泉として残ってくれるのか， 予測は， も
ちろん， 不可能のように思える。 この同じ田舎で20歳
を越す頃， カン卜の「判断力批判」やH ・ J ・ ラスキ
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のもの， 「万葉」や「詩経」を暑さにも負けずに読み
狂ったこともあるのに， この方はしばらく私の精神の
タブラ ・ ラサに痕をとどめた後， 色あせた花びらのよ
うに， 心のすみに萎えているのを感じるのだ。 体験の
中で何が生きつずけるのか予測はできない，とすれば。
体験主義というのではないけれど， 私は， 多くのこと
に， できるだけ， そしてしたいだけ， 関わりをもち，
できれば身をゆだねるのがよいように思える。 一画的
ではなしに， しかも何だってよいのだから。
例えばソヴェトでは， 日本とは比較にならない長い
夏休みに， 学生は各地から集ってきて共に休みを送る
ときく。 私の仕事に近い分野で、も例えばタルトゥ大学
で， 「記号体系の夏学校」が隔年に開催され， 発表の
場を狙い， 自己発揮に浮身をやっす幾らかの所謂「学
会」とはちがった実質的な研究会がもたれているよう
だ。 これは一例で， 何もソヴェトに限ったことではあ
るまい。わが国にだって， 一つの学的目的のために各界の
人が集って凝集された研究と解説がなされる所まで高
められるのなら， 合宿もありゼミもあるのだから。 そ
の上さらに， しっかりした施設が作られ， たっぷりと
夏を投げ入れることができ， しっかりした集まりがも
てたら？そしてそこに参加でき， すぐれた学者同志，
学生同志， そして学者と学生が， J疑集された学的問題
を中心に談論できるのだったら？勿論これだって 後に残
るとは限らないが， 何もしな，いより残る可能性だけは
少くともあろう。 富山など， 絶勝の地だし， 地積も広
い。 こんな所に今言ったしっかりした施設が整い， 若
者の集いが計画されたら？私はソヴェトや外国をほめ
るつもりはさらさらなし 潜在的に彼らに劣るわけも
ない素質をもっ日本人にこうした試みのできないわけ
はないと思うのだ。 いや， そんな施設や計画など， な
ければないでよい， それより， タップリ夏｛木みさえあ
ったら？いやそれもないならないでよいとしよう， 何
はともあれ自分を多方面に向けて試めせさえしたら？
若者の心の中に、 心ず来る後の老いの日のために，
消しがたい思い出となって， 心の底でひそかに燃えつ
づけ， 生きる活力ともなろうもの， それが夏休みの多
彩な体験によることの多きを思いながら， そのような
多彩な夏休みを若者の上に祈ろう。 ことに新入生には，
突然聞かれた別次元の生活の中でややもすれば自己閉
鎖に陥りがちだった生活がようやく安定をとりもどす
頃， 思い切って「体験Jの中へ身を投じて行くことを
祈る。
* * * 
時
学生部長 岩 湖 富 治
昔から 「時は金なり」といいふらされているが， こ
れは， 時の流れととも， 働くことによる稼得と生きる
ための生活費のことを経済学的にとらえたものであろ
う。 私は， じぶんの講義に関連する原単位や工数の計
算で， 時間について触れることがあるが， 私自身は，
永い過去をふり返ってみて， けっして自己満足してい
るわけではないし， 走り去ってしまった志ゐ蒔， 毛ゐ
舟のことを心のなかで追っては後悔することが多い。
世の中には， 稀には 100歳以上も長寿を保っている
人がし、るが， 私たちの平均寿命は70歳といわれている
ので， 1年を 365 日として単純に計算して， これを時
間数にすると 613,200= 6, 132百時間ということにな
る。 これに諸目をあわせると，一一一人生， 無意味に痛
（ムイミニひやりの種一一ーとなるが， 70歳の年を時聞
から分になおすと，36'7 92' 000= 36 '7 92千分になるの
で， これにも諸呂をあわせて， 一一一見ろ， 泣くに詮
（ミロナクニせん）なし此の 人生 と酒落ることがで
きる。 時運をつかみ損ねたり， 無為徒食で， なにも為
すことなしに月日を過ごした時などは， ぷっつり切れ
た過去の糸を， 取りもどすことができないものとは知
りながら， 愚かにも手きぐりするのであるが， 空懐が
残るばかりである。 詮方なく涙をのんで締めぎるを得
ないのであるが， その聞にも， 時の経過は， 人の生命
を｛受蝕しつつ、けているのである。
人の生命は， 1 時間いや分秒の連続である。 私は，
時には迂闘に， 時には止むを得ない事情で， よその 人
たちに待ちぼうけさせて無駄な時間を強いてしまうこ
とがあるのだが， 尊い命のひと刻みを奪ってしまった
ような気がしてならない。 唐の李華は， その弔古戦場
丈に， 「時耶命耳目jと一つの課題を投げているが， 生
命は時のめぐりあわせによるものであろうか， 天命に
よるものであろうか， と世に問いかけたものであろう。
しかし， 永〈生きながらえているようにみえる生命で
も， それは， 時の流れのひと刻みからなっていること
だけは確かである。「時は金なり」といったけれども，
私は， 時こそが尊いものであることを感じるようにな
った。 時の刻みは， 生きつづける生命そのもののはか
り であるといっても言い過ぎではない。 「時は生命なり」
である。 剃那という党語では， 指をはじく聞に60剃那
があるといわれているが， その剥那々々の短かい時の
刻みが， すべて生命のひとコマなのである。 その重き
と尊きをかみしめたいものである。 南宋の需学者であ
った朱烹は， 「一寸光陰不可軽」といっているが， 若
いころには馬耳東風であったこの言葉に， 近ごろ私は，
ぐっと胸をさされるのである。
合 会 食
イ ン ド便り
経済学部講師 芳ミ己Eヨ 孝
ーI ） 
私はデリー大学留学のために昨年末インドに参りま 労しましたが， 日本大使館の方の御世話で大使館のす
した。 その直後しばらくは住居を見つけるのに少し苦 ぐ近くの高級住宅街の一角でpaying guest として住
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ことになりました。 三食付， 家具調 度付 （クー ラーも
あります） llOOルピー （約4万円）です。 食事の心配
がないので助かります。 難点は大学から遠いことです
が， 幸い週2 回授業に出ればよいだけなので助かりま
す。 それ以外の日は下宿の近くのInd ian Law Institute 
の図書館を利用したいと思っています。 ここに限らず
インドの図書館はなかなか整備きれています。 自分の
蔵書を余り持たないイシドの学生や先生はよく図書館
を利用するので， 図書館の整備には金をかけていると
いう気がします。 従って大学の先生はだいたい毎日大
学に来て， 図書館で勉強しています。
だいぶこちらの生活にも慣れました。 1 日中下宿に
いると， インドにいることをふっと忘れてしまう時が
あります。 しかしservant が食事を運んで来たり， ベ
ッド直しゃ掃除に来ると， インドにいるんだなあとい
う感が強まります。 今はあちらこちらの本屋や出版社
を回って図書の収集に力を入れています。 どこへ行 っ
ても日本人は本を沢山買うという定評があるらしし
あれもこれもとすすめに来るのには困っています。 イ
ンドで本を買うのが案外むずかしいことを知りました。
かえって日本にいるほうが手に入りやすいところもあ
るようです。 インドが余りにも広いのがその一因のよ
うです。 丸善とか紀伊国屋のような全国にネットをは
った書店がないので， 他州の店で本を買うにはそこへ
行くか通信販売をうけるかのどちらかです。 本代はl
冊25～35ルビー で， 日本の半分ぐらいの値段です。 昔
はずいぶん安かったのですが， 最近はインドでもイン
フレで本代も値上りしています。 またこちらでは日常
品 （歯みがき， 石けん） を買うと5%の売上税をとら
れます。
授業料を納めることがまだ出来ないでいます。 私は
会計係にいつでも払うからいくら払えばよいか教えて
くれと頼んでも， 君はspecial studentなのでいくらも
らえばよいかわからないから来週にしてくれと言い続
けられて， ついに4 週間がすぎました。 いったい取る
気があるのかどうか疑っているところです。
先日うわさに聞いていた靴みがきにとうとうやられ
ました。 新tiこアイスクリームをスポイドでふりつけら
れました。 それも私が歩いている時に， ズボンにつけ
ず靴だけにつけるというのですから相当高等技術を要
すると思われますが， 要するに自分で汚しておいてそ
れをみがかせてくれという靴みがきの作戦です。 私は
頭に来たので自分でちり紙でふきとり， それを靴みが
きに投げつけてきました。 まだアイスクリームでよか
ったのですが， 黒靴に自の靴クリームをたっぷりぬり
つける2入品Eの靴みがきがいるとのことです。 こちらで
お会いした東京外大の先生はニューデリー駅のプラッ
トホームに降りた途端に自の靴クリールをぬりつけら
れたとのこと， しかし黒軒tをひ。かひ。かにみがし、てくれ
たとか （但し10ルビー とられたそうですが）。
先日初めて映画館に入りました。 東京文化会館， 日
生ホールなみの豪華なもので， インドでは映画館は非
常にもうかる産業らしし すばらしい設備をしていま
す。 オールドデリー のごみごみしたきたない所でぴか
ぴか光っている建物はたいてい映画館です。 全て指定
席で総入替制なので2 度続けて見ることは出来ません。
インド最大の娯楽ですから指定席の確保はやっかいで
す。 見たのは「アラビアのロレンス」で， 音はすばら
しかったのですがオール カラーが泣くような色彩でし
た。 映画代は5 ルビー8 0パイサ （約 230円） でした。
そのうちインドの映画も見ようと思っていますが， 踊
りと歌ばかり延々3 時間ほど続くのがほとんどで， イ
ンド式オペラと思っていただければ結構です。
インドに長期滞在する人は何回か下痢を経験するそ
うですが， 今のところ下痢もせず， 元 気にやっていま
す。 ではまた機会があればお便りいたします。
新 任 教 官
0柳田 友道 教 授 （薬学部） 50.4.1 
東京大学教授応用微生物研究所
昭 15. 3 東京大学医学部薬学科
昭25. 6 理学博士
担当：衛生化学
0 永田 英正 教 授 （文理学部） 50.4.1 
京都大学助教授 人文科学研究所
昭37 . 3 京都大学大学院文学研究科博士課程
単位取得
担当：東洋史学
0三宝 政美 助教授 （文理学部） 50.4. 1 
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秋田大学助教授教育学部
昭42. 3 東北大学文学研究科博士課程単位取得
担当：中国語・中国文学
0中村 哲夫 講 師（教養部） 50.4.l 
大阪大学助手文学部
Bi'.144. 3 大阪大学大学院文学研究科修士課程
修了
担当：歴史学
0中山 幹夫 講 師（経済学部） 50.4.1 
東京工業大学助手工学部
昭47 . 3 東京工業大学大学院工学研究科修士課
程｛｜多了
担当：経営環境論
0山地 哲司 講 師（教育学部） 50.4.1 
東京大学助手教育学部
日召48. 3 東京大学大学院教育学研究科博士課程
単位取得
担当：生理学及び衛生学
0藤本 正文 講 師（経営短期大学部） 50.4. l 
昭48. 3 東京教育大学大学院文学研究科修士課
程修了
担当： 英 語
0火原 克二 助 手（経済学部） 50.4.1 
Bi'.148. 3 神戸大学大学院経営学研究科修士課程
異 色 σ〉 弁
3月1 日付けで， 薬学部環境衛生分析学教室を担当
することになりました。 着任早々当地新聞社の取材が
あり， 新設講座と私の経歴のためでしょうか， 異色の
教官ということで報道されましたので， 御記憶の方も
多いかと思います。
私自身は至極まじめに 人生を生きているつもりです
が， どういうわけか異色のイメージがついて廻るよう
で苦笑しています。 自己紹介になりますが， 珍らしい
姓なので小さい頃から他 人の印象に残ったようです。
富山県にもこの地名も姓もあるようですが， 私の父は
栃木県の出身で， コヅ カと重箱読みをします。
左利きたために苦労したり， 高校・大学時代はもっ
ぱら碁学の勉強に専念し， アメリ カ一辺倒の時代にド
イツへ留学したり， 変ったことばかりやっているうち
に， いつの聞にか異色になじみ， 異色が気にならなく
修了
担当：財務会計
0丹羽 昇 助 手（経済学部） 50.4.1 
日百50. 3 一橋大学大学院商学研究科博士課程単
位取得
担当：財政金融論
0大森 賢二 助 手（経済学部） 50.4. l 
0辻
0森
昭50. 3 東京大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得
担当：経営学
嘉 助 手（薬学部） 50.5.l 
東京大学助手理学部
昭49. 3 東京大学大学院理学系研究科博士課程
単位取得
担当：衛生化学
正明 助 手（和 漢薬研究所） 50.6.l 
九州大学医療技術短期大学部助手衛生技術科
昭46. 3 九州大学大学院薬学研究科博士課程単
位取得
日召48. 2 薬学博士
担当：衛生化学
薬’学部教授 孤 塚 寛
なり， 近頃では異色も結構で、はないかと考えるように
なりました。 これまで薬害や公害などに関連した分野
で， 少しでも私が役立ったことがあるとすれば， これ
も異色の効用であったのかもしれません。
当講座の助教授には富山大学生え抜きの経験豊富な
宮原龍郎博士， 助手には九州大学から新進気鋭の森正
明博士を迎えることができ， 教室の整備もととのいつ
つあります。
富山に来てから4 カ月近くになり， 豊かな自然と細
やかな 人情にもなじみ， 大学の雰囲気も理解しかけて
きたつもりですが， 新米のことゆえ行き過ぎや失敗も
あろうかと思います。 皆様方の御理解と御支援をお願
いする次第です。
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富 山 の 思 い 出
私は大学卒業後五年間， 終戦まで海軍薬剤科士官と
して奉公したが， 終戦の年4 月から8 月 までを富山で
過した。 その項勤務していた東京の海軍療品廠 （医療
品の製造・補給・研究機関） が空襲の危険にさらされ
たため， 女子職員を主体とする 2百数十名を富山に移
し， 当時の富山薬専の施設の一部を借りて私が責任者
となって， 医療品の製造・研究を行うこととなった。
思えば私が3 1歳の時であった。
富山薬専では横田先生が校長をしておられ， 何から
何まで好意 的に御援助をいただき， 仕事の面では何不
自由もなくき せていただいた。 また広貫堂にも製薬業
務について何かと御協力をいただいた。 ただ私の監督
不行届きのため， 横目先生には何回となくお目玉をち
ょうだし、したことを覚えて�） .Q。
富山へ来ての苦労は多かったが， 中でも苦労したの
は大勢の娘子軍の取扱いであった。 工場現場の総監督
から， 研究部の指導， そして宿舎の世話， おまけに防
空訓練まで日夜をわかたず仕事があった。その昔こんな
経験をしたので， この度薬学部へきてみて， 女子学生
の多いのには驚くこともなかった。 学生さんの年頃も
終戦時に接したお嬢さん方とほとんど同じなので， 昔
にかえったような気がしてならない。
さて当時は戦局も下降線の一途をたどり， ソ連軍や
米軍が日本海から上陸してくるという噂もあったが，
療品廠などという所には何一つ式器弾薬の類はなかっ
た。 そこで同療の萩庭君 （現千葉大薬学部教授）と計っ
て， 鉄パイプを切り， 手投弾を製造し， 岩瀬の海岸で
爆発実験を成功裡にやってのけたことがある。 当時と
してはそなえあれば憂いなしという気持でやったのだ
が， これが現在の鉄パイプ爆弾のはしりになろうとは
思ってもみなかった。 またマッ カーサーが上陸してき
たら殺してやろうということで， 萩庭君の指導で立山
に行ってトリ カブトを採集し， 毒矢を試作して野犬を
太平山から立山へ
朝な夕なに親しんだ太平山を後にして， 立山の秀峰
を仰ぐ富山市に移り住んで早や三ヶ 月。 とかく前任地
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薬学部教授 柳 田 友 道
やっつけたこともあったが， 今から考えるとお笑い草
でも， 当時は深刻な問題だったのである。
娘子軍の中に， 左翼の闘士のお嬢さんがいた。 至極
真面目な方だったが， 憲兵は彼女をマークしていたら
しい。 ある 日別の可愛いお嬢きん工員が私に泣く泣く訴
えるには， 「憲兵が近づいてきて， 工場内の職員の行
動調売をやってくれといって聞かなL、。 何とかして下き
L、jというのだった。 そこで私は憲兵を呼びつけて，
俺に無断で， しかもスパイ行為を職員におしつけたり
するのは怪しからんと叱りつけた。 そのあと早速憲兵
の仕返しがあった。 私の部下の取るに足らぬ失敗を憲
兵が本廠に通報したため， 私は東京に呼びつけられて
盟主督不行届きのかどでひどく叱責された。 憲兵とのつ
きあいには後日談がある。 女子寮てψ夜な夜な便所覗き
があるというので＼．私は憲兵に調べてもらうことにし
た。 ある夜例の憲兵氏， 女子寮に張り込んだのはよか
ったが、 一 人部屋のお嬢さんのベッドに腰かけて， 深
夜までよも山話の揚句， そのお嬢さんに言い寄ったと
いうのである。 その夜痴漢はつかまったが． そのお嬢
さんの訴えを聞いた私は憲兵氏を溜飲の下るまで叱り
飛ばした。
7 月30日の富山の空襲はすさまじかった。 私ははじ
め薬専の防火に当ったが， 時々ドラム缶の水にザンブ
リっかつては指揮をとった。 その間分散していた職員
宿舎を経廻っていて， 総曲輸にあった自宅には行けな
かった。 家内と 2児が神通河原、．で危〈助ったことは翌
日かわった。 私は． 空襲の夜の明け方には煙害でほと
んど眼をあいていられなかった。 翌朝焼跡に全員集合
したが， 2 名のお嬢き んと， 1名の老婆はとうとう帰
って来なかった。 焼け出されたあと奥田の佐倉健治さ
んには散々お世話になったが， 裏庭で3名の御遺体を
茶毘に附したことは印象に強〈残っている。 こうして
最後に悲しい思い出を残して富山の生活は終った。
文理学部助教授 宝 政 美
のことが忘れられず， あれこれと比較したがるのは 人
聞の程とでも云うべきものか。 それにしても秋田では
よく遊んだ。 いよいよ別れる時に至った心境はまさし
く「歓楽極まって哀情多しJのー句が妙に理解できた。
もっとも古人はこの一句に悔心を見つけたが， 私には
なかった。 しかし離秋に当り， ある先輩教師が「太平
待ちどおしいこと
自己紹介に替え， 最近の関心事を一つ。 京大の人文
ゅう
研の漢籍目録に， 「龍瀞県法制科民事習慣調査報告」
なる一書がある。 著者は闘名， 量生、本でせん装三冊とな
ゅう
る。 ところが， 東大の東文研にも「龍瀧県法制調査報
告初編」と題する， 宣統元年のせん装八冊の紗本があ
る。 後者を実地に調査した所， 官印と知県の署名があ
る公文書と判明した。 官印のある紗本ならば， 副本を
ふくめ三本しか作成されていない筈だから， 貴重書に
10年目 の Uターン
3月31 日の朝， 旅行カバン 1 つといういつもの帰省
スタイルで上野駅から富山行 の特急に乗ったが， 思え
ば昨日免， 学生時代からの友 人達と飲んでいしぱしの別れ
を告げてきたばかりであった。 大学進学のためにはじ
めて上京した時ほどではないが， 住み慣れた土地を離
れる感J慨らしきものが， この故郷へ向かう列車の中で
私の体育へ の道
家族の猛反対を押し切って， 体育の道を選んだのは
もう1 5年前である。 その時， 特別な理由はなかった。
親に対する一種の反抗かも知れなし、。 体育 人である親
父なり， 兄貴が同じ道を進もうとする私に， なぜ反対
するのかよく判らなかった。
大学へ入って 1 カ月， 大学を止めようと思った。 し
かし， 私には止められない訳があった。 父兄から ホそ
れ， みろν と言われるのが嫌だった。 それ以上に私を
大学にとどめたのは， 走ることに興味を感じ始めたか
らである。 そして， 大学4 年間， 走りに走った。 強〈
東京という井 の 中 の 蛙
東京生れ東京育ちの小生が， 東京とは幾重もの山々
山から立山へのごとし 研究面の飛躍的発展を望む」
と云った諌言は痛L、。 果して晴れやかに立山と対面で
きる日が将来にも， あるものかどうか， はなはだ心許
なし、。
教養部講師 中 村 哲 夫
属す。
前者は， 京大人文研の都合で， 今秋まで閲覧を待っ
てほしいとのこと。 題名からして， 両書は， 同ーの調
査に基｛一連の報告とみうけられる。
宣統元年（190 9）といえば， 辛亥革命（191 1 ）の前夜。
革命前夜の地域社会研究の根本史料として紹介し， 活
用したいと，思っている。今のところ，一部は確証，一部は
推測にとどまるが， 一日千秋の思いであることは確か。
経消学部講師 中 山 幹 夫
もふとよみがえってきたものである。 しかし， 現存，
郷土の料理， 風物， あるいは語感を失いかけていた富
山弁などにとり閉まれ， また大学では閑静な一室を与
えられて研究態勢が整うにつれて， 充実した10年目の
Uターンの実感を徐々に味わいつつある。
* * * 
教育学部講師 山 地 啓 司
はなかった。 だだ， 練習量だけは誰れにも負けたくな
かった。 ある時は， 空腹で畑のイモをかじりながら走
り， ある時には疲労で走る気力もなし， 空腹と寒さで
死を感じつつ雪路を歩いたこともある。 そして， 気づ
いた。 俺より練習しないのになぜ俺より強い奴がいる
のか。 それに答えてくれたのは科学的アプローチしか
ないということを。
私は， 今， この疑問を生理学的に究明しようとして
いる。 そして， これからも走I）続けるであろう。
カ カ 交
経消学部助予 大 森 賢
で隔てられた富山に奉職することを決心したとき， 周
6 � 
囲の多くの知 人は， 「なんで選りに選って富山を」と
驚きかっ詩った。 「東京から列車で何時間J. 「約 6
時間J，「随分遠いねえ」といった会話は， 小生がうん
ざりするぐらい繰返さなければならなかった。 大抵の
人の頭の中には， せいぜいのところ 「売薬の富山J • 
「イタイイタイ病の富山jというイメージしかない。
知 人にとって富山は「中央jからはるか遠方の「地方」
でしかなL、。
富山での小生の生活はまだ3 カ月 にも充たない。 し
かし， ここには， 小生にとって新鮮な体験や発見が幾
つもあった。 海・山・河の清らかな自然， 東京では希
薄になってしまった義理・ 人情の濃き等を， 生活を通
じて肌で感じられる安堵感や喜びがある。 日本人の生
活の根抵にある精神的基盤を垣間見る思いをするとき
もある。 人聞の集団を研究対象としている小生にとっ
て， 「日本的」集団の意義を考察するには， 富山はか
えって中央なのかもしれない。
* * 
私 の 引越し
* 
薬学部 助手 辻
莞
私は東京から転任して来るときに， 愛車に引越し荷
物を積んで， はるばると12 時間以上かかつて3 つの峠
を越え， ちょうど昔のアメリ カ映画のような調 子でこ
の大学にやって来ました。 数年ぶりに見る富山の街は，
他のどの地域の都市にでも見られるあの平凡な雑沓に
湧いており， とりとめもなくその広がりを見せていま
す。 大学の構内に入ると整とんされた静かな雰囲気で，
学生や教官もそれによく溶け合っている印象を受けま
した。 多くの場合， 大学の各研究分野はそれぞれ独特
の雰囲気と共ににおいを持っています。 新らしい研究
室もあの薬学部独特の強烈な臭気が至るところに満ち
ており， 私のように今まで薬学と縁の薄かった人間に
とっては何か圧倒される感じを持ちました。
私の仕事は汚染あるいは富栄養化の進んだ水域の単
細胞藻類の特性についてというものです。 今後は薬学
部の研究の大きな目的と私の仕事の接点をきがしなが
ら， 後になってこの学部へ来たことを後悔することが
ないよう仕事をして行きたいと思っております。
学 部 だ よ り
〈〉教育学部だより〈〉 昭和50年3月卒業（修了）者就職状況
( s 50. 5. 1現夜）
諜 桂 性別 卒 業者数 就職希望者数 子主 職 者 数 進 学 未 定 者教 且 教 員 以 外
リj 1 2 11) 11 9 
小学校教員益成課程
トト � ! 111 � � 
6 6 ⑤  4 9 
7 5 ⑤  5 1 0 
！耳 2 0 121 1 9 1 5 ④  3 
中学校教tl長成課程 女 2 4 2 2 1 6 ⑦ 5 
4 4 121 4 1 3 1 ⑫  2 I 8 
別 3 3 2 ① 
益護学校教員益城課程 1正 I 0 I 0 7 ①  3 
計 I 3 1 3 9 ② 3 
リ1 4 4 4 ①  
富山大学教育専攻科 1正 2 2 I 
日 6 5 ①  I 
〆ロ益、 d十 1 5 7 131 1 5 0 1 2 0 ⑮  自 I 2 2 
I l内は！削"149斗9 JJ卒業者 で 内数
。 内はJIー 常助成師， i'Ri本代品で内数とする。
。工学部だより〈〉
工学部の初夏はソフトボー ル大会とともにやって来た。
体育会工学部支部主催の学生対抗戦には， 各学科，
院生等の精鋭をよりすぐった十 数チームが参加， 6 月
3日に行なわれた決勝戦では電気科3年チームが優勝，
機械院生を中心とするチームが次勝となった。
おくれて 6 月16日から開始されたスポーツ同好会主
催の教職員学科対抗戦の決勝戦は6 月2 0日， 強剛をた
おして勝ち残った化工チームと機械チームの間で戦わ
れ， 12 対 6 で化工チームは3年ぶり 2 度目の優勝をか
ぎった。
ソフトボール対抗戦を終って， 工学部にも本格的な
夏がおとずれたこの頃である。
一7
〈〉学生部だより。
第第27 回北陸三大学学生総合体育大会が， 富山大学，
北陸三大学学生体育競技連盟の主催で7 月6 日（ 日）
を中心に実施きれ， 150 0名の若い力と技を別記会場で
競った。
なお開会式に於て本学より別記2名の学生が連盟表
彰された。
競 技
橿 目 性別 期 目 開始時間
陸 上 続 技 男・女 7月68 1·0: 0 0 
会
保健管理センターの設置
さる昭和50 年4 月1 日付で， 本学にも保健管理セン
ターが設置きれることになった。
この保健管理センターには， 医師及び カウンセラ一
等が配置され， 学生及び職員の健康の保持増進に関す
ることなど， 保健管理止関する専門的な業務が行われ ・
るが， 併せて就学上の各種の相談にも応ずることにな
っている。
また， このセンターの初代所長には， 7 月1 日付で，
教養部の有沢一男教授が発令された。
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富山県富高岡プール
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7月6日 9 00 富 館 団体戦・個人戦（1人20射）
体 操 男・女 7月6日 I 0: 3 0 富山商業高等学校体育館 （男子） 床運動，舷馬，平行棒，吊始。跳馬，鉄棒（ 女子〉 床運動，段違平行樟1平勾台，跳馬
自 lh 宙
fl I乍 量 園
少 峠 寺 拳 法
lll!.'b 
i里.；，男
7月6日 s:30 且fllJ!i1盟ー且」持監 J主三説呈校 団盤戦・個人戦（フイギャレーース）皇7且 月28日 I 4. 0 0 公蚕扇開扇演技ま5日 I 3 : 0 0 
北陸三大学学生体育競技連盟表彰者（本学分）
。 定塚 章 （富山大学工学部4 年 ・ 卓球）
第24回北陸三大学学生総合体育大会 単l位
昭和47 年度秋季北信越学生車球選手権大会 複1位
II 北信越学生卓球新 人選手権大会 単1位
II 複1位
第25回北陸二大学学生総合体育大会 単1位
昭和48年度春季北信越学生卓球選手権大会 単l位
II 棲1位
第26回北陸コ大学学生総合体育大会 単1位
昭和49 年度春季北信越学生卓球選手権大会 複l位
昭和49 年度秋季北信越学生卓球選手権大会 単2位
昭和50 年度春季北信越学生卓球選手権大会 単2位
II 複1位
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。 三浦正 成 （富山大学工学部4 年・卓球）
昭和47 年度秋季北信越学生卓球選手権大会 複1位
II 北信越学生卓球新 人選手権大会 単2位
II 複l位
第25回北陸三大学学生総合体育大会 単2位
昭和48年度東日本学生卓球選手権北信越予選単1位
II 複1位
II 秋季北信越学生卓球選手権大会 単1位
II 北信越学生卓球新 人選手権大会 単1位
昭和49 年度春季北信越学生卓球選手権大会 単2位
II 複1位
II 東日本学生卓球選手権北信越予選単2位
昭和50 年度春季北信越学生車球選手権大会 複1位
